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(57)【要約】
【課題】　伝送路の帯域が減少した場合でも無作為にデ
ータが廃棄されるのを防ぎ、帯域の変化に対応すること
が可能な通信システムを提供する。
【解決手段】　通信帯域が変化する伝送路を用いて通信
装置間の通信を行う通信システムにおいて、複数の回線
をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割
している。通信装置（１）は、伝送路（１００）の通信
帯域の増減を検出する検出手段（１１）と、検出手段の
検出結果に応じて複数の多重化グループ各々に属する回
線の閉塞または解放を行う閉塞手段（１２－１～１２－
ｍ，１３－１～１３－ｎ）とを有する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信帯域が変化する伝送路を用いて通信装置間の通信を行う通信システムであって、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
　前記通信装置は、前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出手段と、前記検出手段の
検出結果に応じて前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉
塞手段とを有することを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記通信装置は、さまざまな優先度が混在するデータを予め決められた多重化グループ
毎に束ねる逆多重化再構成手段を含み、
　前記検出手段は、前記逆多重化再構成手段から受信するデータ量と、当該データを出力
する前記伝送路の帯域とを比較して通信帯域の増減を検出することを特徴とする請求項１
記載の通信システム。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記伝送路にて送受信する帯域と前記伝送路にて送受信可能な帯域と
を比較して前記通信帯域の増減を検出し、
　前記閉塞手段は、前記伝送路にて送受信可能な帯域が前記伝送路にて送受信する帯域よ
り減少または増加したことが前記検出手段で検出された時に前記回線の閉塞または解放を
行うことを特徴とする請求項１または請求項２記載の通信システム。
【請求項４】
　前記閉塞手段は、前記検出手段が前記通信帯域の減少を検出した時に、優先度の低い多
重化グループの回線から閉塞していくことを特徴とする請求項３記載の通信システム。
【請求項５】
　前記閉塞手段は、前記複数の多重化グループ各々に対応する複数の閉塞回路を含み、
　前記複数の閉塞回路各々に予め優先順位を設定しておき、前記優先順位にしたがって前
記閉塞回路を選択することを特徴とする請求項４記載の通信システム。
【請求項６】
　前記伝送路は、ＩＭＡ［Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｏｎ　ＡＴＭ（
Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）］とＡＭＲ（Ａｄａｐｔｉｖ
ｅ　Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｔｅ）とを適用した無線通信を含む通信の通信帯域が変化する伝送
路であることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか記載の通信システム。
【請求項７】
　通信帯域が変化する伝送路を用いて通信を行う通信装置であって、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
　前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出手段と、前記検出手段の検出結果に応じて
前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉塞手段とを有する
ことを特徴とする通信装置。
【請求項８】
　さまざまな優先度が混在するデータを予め決められた多重化グループ毎に束ねる逆多重
化再構成手段を含み、
　前記検出手段は、前記逆多重化再構成手段から受信するデータ量と、当該データを出力
する前記伝送路の帯域とを比較して通信帯域の増減を検出することを特徴とする請求項７
記載の通信装置。
【請求項９】
　前記検出手段は、前記伝送路にて送受信する帯域と前記伝送路にて送受信可能な帯域と
を比較して前記通信帯域の増減を検出し、
　前記閉塞手段は、前記伝送路にて送受信可能な帯域が前記伝送路にて送受信する帯域よ
り減少または増加したことが前記検出手段で検出された時に前記回線の閉塞または解放を
行うことを特徴とする請求項７または請求項８記載の通信装置。
【請求項１０】
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　前記閉塞手段は、前記検出手段が前記通信帯域の減少を検出した時に、優先度の低い多
重化グループの回線から閉塞していくことを特徴とする請求項９記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記閉塞手段は、前記複数の多重化グループ各々に対応する複数の閉塞回路を含み、
　前記複数の閉塞回路各々に予め優先順位を設定しておき、前記優先順位にしたがって前
記閉塞回路を選択することを特徴とする請求項１０記載の通信装置。
【請求項１２】
　前記伝送路が、ＩＭＡ［Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｏｎ　ＡＴＭ（
Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）］とＡＭＲ（Ａｄａｐｔｉｖ
ｅ　Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｔｅ）とを適用した無線通信を含む通信の通信帯域が変化する伝送
路であることを特徴とする請求項７から請求項１１のいずれか記載の通信装置。
【請求項１３】
　通信帯域が変化する伝送路を用いて通信装置間の通信を行う通信システムに用いる通信
方法であって、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
　前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出ステップと、前記検出ステップの検出結果
に応じて前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉塞ステッ
プとを有することを特徴とする通信方法。
【請求項１４】
　さまざまな優先度が混在するデータを予め決められた多重化グループ毎に束ねる逆多重
化再構成ステップを含み、
　前記検出ステップにおいて、前記逆多重化再構成ステップから受信するデータ量と、当
該データを出力する前記伝送路の帯域とを比較して通信帯域の増減を検出することを特徴
とする請求項１３記載の通信方法。
【請求項１５】
　前記検出ステップにおいて、前記伝送路にて送受信する帯域と前記伝送路にて送受信可
能な帯域とを比較して前記通信帯域の増減を検出し、
　前記閉塞ステップにおいて、前記伝送路にて送受信可能な帯域が前記伝送路にて送受信
する帯域より減少または増加したことが前記検出手段で検出された時に前記回線の閉塞ま
たは解放を行うことを特徴とする請求項１３または請求項１４記載の通信方法。
【請求項１６】
　前記閉塞ステップにおいて、前記検出ステップにて前記通信帯域の減少が検出された時
に、優先度の低い多重化グループの回線から閉塞していくことを特徴とする請求項１５記
載の通信システム。
【請求項１７】
　前記通信装置は、前記複数の多重化グループ各々に対応する複数の閉塞回路を含み、
　前記複数の閉塞回路各々に予め優先順位を設定しておき、前記優先順位にしたがって前
記閉塞回路を選択することを特徴とする請求項１６記載の通信方法。
【請求項１８】
　前記伝送路が、ＩＭＡ［Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｏｎ　ＡＴＭ（
Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）］とＡＭＲ（Ａｄａｐｔｉｖ
ｅ　Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｔｅ）とを適用した無線通信を含む通信の通信帯域が変化する伝送
路であることを特徴とする請求項１３から請求項１７のいずれか記載の通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信システム、通信装置及びそれらに用いる通信方法に関し、特に通信帯域が
変化する伝送路における通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　大容量のデータを送受信する際には、大容量の伝送路を施設し、借用した場合、多大な
費用がかかるため、低容量の回線を複数束ねて大容量伝送路として利用する方法がある。
このように、大容量回線を複数の低容量回線に分割する逆多重化技術が公開されている（
例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この逆多重化技術を使って送受信を行う場合には、逆多重化されている一部の回線が切
断されると、他の回線が送受信可能にもかかわらず、一切の通信が不可能となることがあ
る。
【０００４】
　この送受信が不可能になる場合について図４を参照して説明する。図４においては、電
話機（＃３）５－１から電話機（４）５－２、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）通信機（＃３）６－１からＦＴＰ通信機（＃４）６－２、ＨＴＴＰ（Ｈ
ｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）通信機（＃３）７－１から
ＨＴＴＰ通信機（＃４）７－２へデータを送信するモデルを示している。また、これらの
通信は、多重化グループ７００によって多重化されている。
【０００５】
　上記の構成においては、伝送路６００を送受信可能な帯域が減少し、ＦＴＰ通信を行う
回線とＨＴＴＰ通信を行う回線とが切断された場合、電話の回線のみ通信ができる状態と
なる。しかしながら、受信側の多重化グループ８００では、複数の回線が切断されて必要
な情報がないため、電話機（＃４）６－２を含め多重化グループ８００のすべての通信が
不可能となる。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－０２６８５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明に関連する通信システムの課題について、図５を参照して説明する。図５におい
ては、通信装置８－１と通信装置８－２とが通信を行っている。通信装置８－１は、通信
装置８－２との間に逆多重化グループ９００を作成し、通信を行っている。
【０００８】
　ＭＵＸ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）装置９－１は、入力された複数の回線９０１－１
～９０１－ｊを一つに束ね、ＡＭＲ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｔｅ）を用い
た無線等の帯域が変動する伝送路９０２を利用して対向先のＭＵＸ装置９－２にデータを
送信する。ＭＵＸ装置９－２では、一つに束ねられた回線９０２を複数の回線９０３－１
～９０３－ｋに復元し、それらの複数の回線９０３－１～９０３－ｋを多重化グループ９
００として通信装置８－２に送信する。
【０００９】
　ＭＵＸ装置９－１とＭＵＸ装置９－２との間の伝送路９０２の帯域が減少した場合には
、ＭＵＸ装置９－１，９－２によって無作為にデータが廃棄される。本発明に関連する通
信システムでは、この無作為の廃棄によって、優先度の高いデータが廃棄されてしまうと
いう問題がある。
【００１０】
　そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、伝送路の帯域が減少した場合でも無作
為にデータが廃棄されるのを防ぐことができ、帯域の変化に対応することができる通信シ
ステム、通信装置及びそれらに用いる通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による通信システムは、通信帯域が変化する伝送路を用いて通信装置間の通信を
行う通信システムであって、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
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　前記通信装置は、前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出手段と、前記検出手段の
検出結果に応じて前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉
塞手段とを備えている。
【００１２】
　本発明による通信装置は、通信帯域が変化する伝送路を用いて通信を行う通信装置であ
って、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
　前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出手段と、前記検出手段の検出結果に応じて
前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉塞手段とを備えて
いる。
【００１３】
　本発明による通信方法は、通信帯域が変化する伝送路を用いて通信装置間の通信を行う
通信システムに用いる通信方法であって、
　複数の回線をデータの優先度に応じて複数の多重化グループに分割し、
　前記伝送路の通信帯域の増減を検出する検出ステップと、前記検出ステップの検出結果
に応じて前記複数の多重化グループ各々に属する回線の閉塞または解放を行う閉塞ステッ
プとを備えている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、上記のような構成及び動作とすることで、伝送路の帯域が減少した場合でも
無作為にデータが廃棄されるのを防ぐことができ、帯域の変化に対応することができると
いう効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。まず、本発明による通信
システムの概要について説明する。本発明による通信システムは、ＩＭＡ［Ｉｎｖｅｒｓ
ｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｏｎ　ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓ
ｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）］とＡＭＲ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｔｅ）とを適用し
た無線通信等の通信帯域が変化する伝送路を用いた通信において、データの優先度に応じ
て多重化グループを分割し、通信帯域が減少した際に、優先度の低いグループの回線から
閉塞していくことにより、通信帯域の減少に対応し、優先度の高いデータを廃棄すること
なく送信を可能にしたことを特徴としている。
【００１６】
　本発明による通信システムでは、逆多重化再構成回路において、予め決められた多重化
グループ毎に束ねて帯域変動検出回路に送信する。帯域変動検出回路では、逆多重化再構
成回路から受信するデータ量（送受信する帯域）と、出力する伝送路の帯域（送受信可能
帯域）とを比較して帯域制御を行う。
【００１７】
　本発明による通信システムでは、伝送路にて送受信可能な帯域（伝送路帯域に相当）が
送受信する帯域（送受信データ量に相当）より減少または増加した場合、回線を閉塞・解
放することによって、帯域の変化に対応することが可能となる。また、本発明による通信
システムでは、回線を閉塞・解放する閉塞回路に対して予め優先順位が決められており、
その順位に従って閉塞回路を選択している。
【００１８】
　図１は本発明の第１の実施の形態による通信システムの構成例を示すブロック図である
。図１において、本発明の第１の実施の形態による通信システムは、通信装置１と、伝送
路１００とを含んで構成されている。通信装置１は、帯域変動検出回路１１と、閉塞回路
（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１
３－ｎと、逆多重化再構成回路１４と、通信機器１５とを含んで構成されている。
【００１９】
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　通信装置１内においては、多重化グループ（＃１０００）３００及び多重化グループ（
＃１０，＃１１）２０１，２０２が形成されている。多重化グループ（＃１０００）３０
０は、逆多重化再構成回路１４にて通信機器１４から送受信する回線のグループである。
また、多重化グループ（＃１０，＃１１）２０１，２０２は、逆多重化再構成が行われた
グループである。
【００２０】
　伝送路１００においては、多重化グループ（＃１）１０１と多重化グループ（＃２）１
０２とが形成されている。多重化グループ（＃１）１０１は、多重化グループ（＃１０）
２０１が帯域変動検出回路１１を通過した後のグループであり、多重化グループ（＃２）
１０２は、多重化グループ（＃１１）２０２が帯域変動検出回路１１を通過した後のグル
ープである。
【００２１】
　この場合、多重化グループ（＃１０００）３００及び多重化グループ（＃１０，＃１１
）２０１，２０２と、多重化グループ（＃１）１０１及び多重化グループ（＃２）１０２
とは、低容量の回線を複数束ねて大容量伝送路として利用するものである。
【００２２】
　逆多重化再構成回路１４は、多重化グループ（＃１０００）３００を流れるデータの優
先度によって再グループ化を行う。閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－
ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎは、回線を閉塞または解放する。帯域
変動検出回路１１は、伝送路１００での通信帯域の変化を監視検出する。
【００２３】
　本実施の形態では、事前準備として、多重化グループ（＃１０００）３００を優先順位
によって多重化グループ（＃１０）２０１及び多重化グループ（＃１１）２０２に分割す
る。この分割数は任意である。
【００２４】
　また、本実施の形態は、双方向通信に適用可能である。閉塞回路（＃１）１２－１，・
・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎは、図１におい
て、帯域変動検出回路１１の出力側にのみ表記しているが、双方向として伝送路側にも配
設可能である。
【００２５】
　さらに、本実施の形態において、送受信可能な帯域（伝送路帯域に相当）は、既存の技
術によって計測可能であり、随時、そのデータを取得することができる。送受信する帯域
（送受信データ量に相当）は、各データの受信ポートが決められており、その通信量から
計測することができる。尚、これらの帯域を計測する技術についての説明は省略する。
【００２６】
　閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，
（＃４）１３－ｎの優先順位は、帯域変動検出回路１１のデータ出力ポートによって決め
られ、優先順位テーブル（図示せず）に予め優先順位を設定しておく。本実施の形態にお
ける多重化グループは、２つのグループについて記載しているが、これらのグループは、
３以上の複数個設定することが可能である。　　　
【００２７】
　本実施の形態では、事前準備が完了した状態で、伝送路１００に対して送信可能な帯域
が減少したことを帯域変動検出回路１１が検出した場合、分割した多重化グループ（＃１
０）２０１及び多重化グループ（＃１１）２０２のうち優先度が低い多重化グループ（＃
１１）２０２の回線を閉塞回路（＃４）１３－ｎによって閉塞する。この閉塞動作は、帯
域減少分だけ繰り返し行い、送信帯域を減少させる。
【００２８】
　また、本実施の形態では、帯域変動検出回路１１が送信可能な帯域の増加を検知し、現
在閉塞状態にある回線が存在する場合、帯域増加分だけ閉塞回路（＃１）１２－１，・・
・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎによって回線を解
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放し、送信帯域を増加させる。
【００２９】
　以下、上述した本発明の第１の実施の形態による通信システムの各ブロックについて詳
細に説明する。
【００３０】
　伝送路１００は、多重化グループ（＃１）１０１及び多重化グループ（＃２）１０２が
送受信される伝送路であり、送受信可能な帯域が変動する可能性がある伝送路である。
【００３１】
　多重化グループ（＃１）１０１は、複数の回線からなる多重化グループ（＃１０）２０
１が閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍと帯域変動検出回路１１とを
通過した後の多重化グループである。
【００３２】
　多重化グループ（＃１）１０１は、帯域変動検出回路１１が帯域の減少を検出すると、
帯域減少幅に応じて回線が閉塞し、多重化グループ（＃１０）２０１に比較して、その帯
域が狭くなる。また、多重化グループ（＃１）１０１は、多重化グループ（＃２）１０２
に比べて優先順位が同じか、高いデータが送信される多重化グループである。
【００３３】
　多重化グループ（＃２）１０２は、複数の回線からなる多重化グループ（＃１１）２０
２が閉塞回路（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎと帯域変動検出回路１１とを
通過した後の多重化グループである。
【００３４】
　多重化グループ（＃２）１０２は、帯域変動検出回路１１が帯域の減少を検出すると、
帯域減少幅に応じて回線が閉塞し、多重化グループ（＃１１）２０２に比較して、その帯
域が狭くなる。また、多重化グループ（＃２）１０２は、多重化グループ（＃１）１０１
に比べて優先順位が同じか、低いデータが送信される多重化グループである。
【００３５】
　帯域変動検出回路１１は、逆多重化再構成回路１４から多重化グループ（＃１０）２０
１及び多重化グループ（＃１１）２０２を閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）
１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎを通して入力し、回線の閉塞・
解放を行って帯域の調整をし、伝送路１００に送出する。
【００３６】
　また、帯域変動検出回路１１は、伝送路１００から入力した多重化グループ（＃１）１
０１と多重化グループ（＃２）１０２とを、閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２
）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎを通して逆多重化再構成回路
１４に送信する。
【００３７】
　さらに、帯域変動検出回路１１は、伝送路１００の送受信可能な帯域が変動した場合、
その変動を検出し、閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１
３－１，・・・，（＃４）１３－ｎを制御して回線の閉塞・解放操作を行う。
【００３８】
　帯域変動検出回路１１は、一定以上の帯域減少を検出し、閉塞可能な回線が存在する場
合、減少幅に応じて閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１
３－１，・・・，（＃４）１３－ｎを閉塞させる。帯域変動検出回路１１は、一定以上の
帯域増加を検出し、閉塞状態である回線が存在する場合、増加幅に応じて回線を解放させ
る。
【００３９】
　閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，
（＃４）１３－ｎは、逆多重化再構成回路１４と帯域変動検出回路１１との間の多重化グ
ループ（＃１０）２０１及び多重化グループ（＃１１）２０２に含まれる回線の閉塞・解
放を行う回路である。
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【００４０】
　閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，
（＃４）１３－ｎは、帯域変動検出回路１１で一定以上の帯域減少を検出し、閉塞可能な
回線が存在する場合、減少幅に応じて回線に閉塞する。また、閉塞回路（＃１）１２－１
，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎは、帯域変
動検出回路１１で一定以上の帯域増加を検出し、閉塞状態である回線が存在する場合、増
加幅に応じて回線を解放する。
【００４１】
　多重化グループ（＃１０）２０１は、逆多重化再構成回路１４と帯域変動検出回路１１
との間の多重化グループであり、多重化グループ（＃１１）２０２と比較して優先度が同
じか、高いデータを集約して再構成した後の多重化グループである。
【００４２】
　多重化グループ（＃１１）２０２は、逆多重化再構成回路１４と帯域変動検出回路１１
との間の多重化グループであり、多重化グループ（＃１０）２０１と比較して優先度が同
じか、低いデータを集約して再構成した後の多重化グループである。
【００４３】
　逆多重化再構成回路１４は、多重化グループ（＃１０００）３００から入力されたさま
ざまな優先度が混在するデータを、優先度が高いデータを多重化グループ（＃１０）２０
１に、優先度が低いデータを多重化グループ（＃１１）２０２にそれぞれ再構成する。
【００４４】
　また、逆多重化再構成回路１４は、入力された多重化グループ（＃１０）２０１と多重
化グループ（＃１１）２０２とを束ねて多重化グループ（＃１０００）３００として再構
成を行う。
【００４５】
　多重化グループ（＃１０００）は、通信機器１５と逆多重化再構成回路１４との間の回
線を束ねた多重化グループである。多重化グループ（＃１０００）では、さまざまな優先
度のデータが同一多重化グループ内に混在している。通信機器１５は、さまざまな優先度
のデータが混在して送受信される通信機器である。
【００４６】
　図２は本発明の第１の実施の形態による通信装置１の動作を示すフローチャートである
。図２に示す処理は、帯域変動検出回路１１の処理内容に一致する。また、回線閉塞なら
びに回線解放の処理については、優先順位に応じた閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，
（＃２）１２－ｍ，（＃３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎの選択処理も含む。
【００４７】
　本実施の形態では、動作を行う前提として、多重化グループ（＃１０００）３００を、
優先度によって分割する逆多重化の再構築を行う必要がある。多重化グループの再構成は
、逆多重化再構成回路１４によって行われる。
【００４８】
　逆多重化再構成回路１４は、多重化グループ（＃１０００）３００において送信される
さまざまな優先度のデータを、優先度が高いデータを多重化グループ（＃１０）２０１に
、優先度が低いデータを多重化グループ（＃１１）２０２に多重化グループを再構成する
。
【００４９】
　逆多重化再構成回路１４は、この再構成済みの多重化グループ（＃１０）及び多重化グ
ループ（＃１１）を用いて閉塞回路（＃１）１２－１，・・・，（＃２）１２－ｍ，（＃
３）１３－１，・・・，（＃４）１３－ｎを通した帯域変動検出回路１１と送受信を行う
。
【００５０】
　帯域が変動した際の詳細な動作を、図２を参照して説明する。帯域変動検出回路１１に
おいては、帯域の変動が検出されるまで帯域の監視を継続する（図２ステップＳ１）。
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【００５１】
　もしも、それぞれの回線帯域以上の帯域の変動があった場合、帯域変動検出回路１１は
、伝送路１００に送受信可能な帯域と送受信帯域とを比較する（図２ステップＳ２）。
【００５２】
　帯域変動検出回路１１は、送受信可能帯域が送受信帯域よりも低い場合、優先度の低い
データを送受信している多重化グループ（＃１１）２０２で閉塞状態の回線を閉塞可能な
回線とみなし、その存在の有無を調べる（図２ステップＳ３）。
【００５３】
　この場合、帯域変動検出回路１１は、閉塞可能な回線が存在しなければ、処理を終了す
る。もしも、閉塞可能な回線が存在する場合、帯域変動検出回路１１は、回線を一つ閉塞
し（図２ステップＳ４）、ステップＳ１の処理に戻る。
【００５４】
　一方、帯域変動検出回路１１は、送受信可能帯域が送受信帯域よりも高い場合、閉塞状
態の回線の有無を調べる（図２ステップＳ５）。もしも、閉塞状態の回線が存在しなけれ
ば、帯域変動検出回路１１は、処理を終了する。これに対し、閉塞状態の回線が存在する
場合、帯域変動検出回路１１は、回線を一つ解放し（図２ステップＳ６）、ステップＳ１
の処理に戻る。
【００５５】
　このように、本実施の形態では、優先度の高いデータを送受信する多重化グループ（＃
１０）２０１と優先度が低い多重化グループ（＃１１）２０２とに分割しているため、伝
送路１００の送受信可能な帯域が送受信する帯域より減少した場合、優先度の低い多重化
グループ（＃１１）２０２の回線を閉塞することによって、優先度の高い多重化グループ
（＃１０）２０１のデータ送受信に影響を与えない。
【００５６】
　また、本実施の形態では、伝送路１００にて送受信可能な帯域（伝送路帯域に相当）が
送受信する帯域（送受信データ量に相当）より減少・増加した場合、回線を閉塞・解放す
ることによって、帯域の変化に対応可能である。
【００５７】
　図３は本発明の第１の実施の形態による通信システムの効果を説明するための図である
。この図３を参照して、本実施の形態において、伝送路１００の通信帯域が減少した場合
でも、優先度の高いデータに影響が及ばない例について説明する。
【００５８】
　図３に示す例では、電話機（＃１）２－１が電話機（＃２）２－２と、ＦＴＰ（Ｆｉｌ
ｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）通信機（＃１）３－１がＦＴＰ通信機（＃２
）３－２と、ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
通信機（＃１）４－１がＨＴＴＰ通信機（＃２）４－２と通信し、それらのデータが一つ
の多重化グループ４００に集約されている。
【００５９】
　また、図３に示す例では、この多重化グループ４００を通信装置１－１によって、優先
度の高い電話通信を多重化グループ１０１に、優先度の低いＦＴＰ通信とＨＴＴＰ通信と
を多重化グループ１０２にそれぞれ分割している。
【００６０】
　この再構成された２つの多重化グループ１０１，１０２が伝送路１００を通って通信装
置１－２へ送信される。通信装置１－２では、分割された２つの多重化グループ１０１，
１０２を結合し、多重化グループ５００に復元する。尚、通信装置１－１，１－２は、上
記の図１に示す通信装置１と同様の構成となっている。
【００６１】
　伝送路１００の帯域が減少すると、通信装置１－１はこれを検知し、優先度の低いＦＴ
Ｐ通信とＨＴＴＰ通信とを送受信する多重化グループ１０２の回線を閉塞する。これによ
って、ＦＴＰ通信とＨＴＴＰ通信とは、送受信が不可能となる。しかしながら、電話通信
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能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の第１の実施の形態による通信システムの構成例を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態による通信装置の動作を示すフローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施の形態による通信システムの効果を説明するための図である
。
【図４】本発明に関連する通信システムの構成例を示す図である。
【図５】本発明に関連する通信システムの課題を説明するための図である。
【符号の説明】
【００６３】
　１，１－１，１－２　通信装置
　　　　　　　２－１　電話機（＃１）
　　　　　　　２－２　電話機（＃２）
　　　　　　　３－１　ＦＴＰ通信機（＃１）
　　　　　　　３－２　ＦＴＰ通信機（＃２）
　　　　　　　４－１　ＨＴＴＰ通信機（＃１）
　　　　　　　４－２　ＨＴＴＰ通信機（＃２）
　　　　　　　　１１　帯域変動検出回路
　　　　　　１２－１　閉塞回路（＃１）
　　　　　　１２－ｍ　閉塞回路（＃２）
　　　　　　１３－１　閉塞回路（＃３）
　　　　　　１３－ｎ　閉塞回路（＃４）
　　　　　　　　１４　逆多重化再構成回路
　　　　　　　　１５　通信機器１５
　　　　　　　１００　伝送路
　　　　　　　１０１　多重化グループ（＃１）
　　　　　　　１０２　多重化グループ（＃２）
　　　　　　　２０１　多重化グループ（＃１０）
　　　　　　　２０２　多重化グループ（＃１１）
　　　　　　　３００　多重化グループ（＃１０００）
　　　４００，５００　多重化グループ
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